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　　授業の概要

電気電子機器はエネルギー変換機器であり、電気エネルギーの伝達や変換に重要な役割を果たしている。例えば、発電所の同

期発電機によって発生された電気エネルギーは、変圧器を介して消費地に輸送され、電動機などを駆動している。電動機は家庭

電化製品のみならず、電気鉄道や自動車、エレベータなど様々な動力源として用いられている。この授業では、電気電子機器とし

て特に重要な変圧器、直流機、誘導機、同期機を採り上げ、その基本的な定常特性に関する解析、計算法について講義する。

本校学習・教育目標（本科の

み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求にこたえる姿勢

実践指針

（専攻科のみ）

　　授業目標

１．直流機の巻線法を理解し、回路図が描ける。直流機の原理を理解し、効率等の計算ができる。

２．変圧器の原理を説明できる。変圧器のベクトル図と等価回路が描ける。電圧変動率や効率の計算ができる。

３．回転磁界の発生原理が説明できる。誘導機の等価回路とベクトル図を理解し、特性計算ができる。

４．同期機のベクトル図を理解し、電圧変動率や短絡比の計算ができる。同期電動機では力率１運転ができる理由を説明できる。

授業計画

ガイダンス、直流 教育目標・授業概要・評価方法等の説明。直流機の原理Ⅰ

直流機 直流機の原理Ⅱ

直流機 直流機の構造

直流機 直流機の理論Ⅰ

直流機 直流機の理論Ⅱ

直流機 直流電動機の種類と特性

直流機 演習

前期中間試験 到達度チェック

変圧器 答え合わせ、変圧器の原理Ⅰ

変圧器 変圧器の原理Ⅱ

変圧器 ベクトル図

変圧器 等価回路

変圧器 電圧変動率、効率

変圧器 単巻変圧器

前期末試験

前期まとめ、誘導 答え合わせ、誘導機の基本構造

誘導機 回転磁界の発生（１）

回転磁界の発生（２）

誘導機の等価回路とベクトル図（１）

誘導機の等価回路とベクトル図（２）、エネルギーフロー

ハイランド円線図

比例推移、演習

電動機の力率１運転、Ｖ曲線

演習

後期末試験

後期中間試験 到達度チェック

答え合わせ、同期機の原理

円筒型同期機のベクトル図と等価回路

突極型同期機のベクトル図

電気機器工学Ⅰ、尾本義一・他、電気学会、オーム社

備考

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

誘導機

誘導機

誘導機

誘導機

誘導機

まとめ 答え合わせ、1年間のまとめ

４回の試験の平均を８０％とし、課題レポート２０％の重みとする。総合で60点以上を合格とする。不合格者には、年度

末に再試験を行うが、その場合６０点以上をＣ評価とする。

同期機の出力

電圧変動率、短絡比


